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鳥の博物館手賀沼定例観察会

　
光の春を探そう
 【２月のテーマ】　

　　案内人：染谷迪夫、蒲田知子（鳥の博物館市民スタッフ）

 

てがたんは毎月第２土曜日午前１０時から

　立春は冬至と春分の中間にあたり、2 月 4 日頃をさします。寒さは

続くけれど、だんだん日が長くなり、春の訪れを感じる頃です。

　「光の春」とは気象キャスターの倉嶋厚さんが広めたロシアの言葉で

春の訪れを意味します。著書『お天気歳時記〜空の見方と面白さ〜』 の

中で「 二月の光は誰の目から見てももう確実に強まっており、風は冷

たくても晴れた日にはキラキラと光る。厳寒のシベリアでも軒の氷柱

から最初の水滴の一雫 ( ひとしずく ) が輝きながら落ちる。ロシア語で

いう「光の春」である。」と紹介されています。

　光の春を待つ生き物たちを探してみましょう。



日だまりの生き物さがし

　よく日があたる鳥博駐車場の土手の表面は、
とても暖かく、オオイヌノフグリやホトケノザなど
春の花が少しずつ咲き始めています。土手の表面
の温度がどのくらいあるかはかってみましょう。

色々な場所の温度をはかってみよう

陽だまりの中で春を待つ生き物たちを探してみましょう

見つけた昆虫

見つけたロゼット

見つけた花

ロゼットだけで植物の名前がわかるかな？

オオイヌノフグリの花の開き方や花の向きにも
注目してみましょう。

ナナホシテントウ

メマツヨイグサ

オオイヌノフグリ

温度

鳥博スタッフが、てがたんコースの様々な場所で温度をはかります。どこが一番
温度が高いでしょうか。記録してみましょう。

土の中 遊歩道沿いの土手の表面

積み上げられた肥料の中 農業用の黒いマルチシートの下

今日の気温　　　　　　

冬芽の形を楽しむ～鳥のツメ編～

サカキ

　樹木は春が来ると、すぐに葉や花を出せるように冬芽をつくって準備をしています。
冬芽には様々な形があります。下の写真の冬芽は鳥のツメのようにも見えませんか？
てがたんコースの冬芽を探して、その形を観察してみましょう。

カツラシダレヤナギ

↓ ↓

　　＊今日のコースではサカキはみられません

↓

ユリカモメの爪 ツミの爪キジの爪


